
佐久市健康長寿まちづくり計画（案）概要 
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［１］計画策定の背景 

全国的にも、尐子高齢化の進行や、それに伴う消費生活の状況の変化に対応するためには、地域の活力を維持

するとともに、医療・福祉・商業等の生活機能を確保し、住んでいる全ての人々が安心して心豊かに暮らせるよ

う、様々な都市機能が集約したまちづくりを進めることが重要となっています。 

健康長寿まちづくり計画は、将来的な人口減尐と地域経済の縮小に対応するため、佐久平駅周辺及び近接する

中心拠点である岩村田周辺を、本市の特徴でもある健康長寿を生かしたまちづくりのエリアとして位置づけ、こ

のエリアのまちづくりの方向性を示し、それを具現化する中でその効果を全市へ波及させていくことを目的とし

て策定します。 

 

［２］健康長寿まちづくり計画の位置付け 

本計画は、第二次佐久市総合計画を上位計画として、佐久市まち・ひと・しごと創生総合戦略・佐久市都市計

画マスタープラン・佐久市立地適正化計画・佐久市地域公共交通網形成計画などのまちづくりと関係する計画と

の整合を図り、平成 29 年度から平成 33年度までの 5 年間を計画期間とし、健康長寿を生かしたまちづくりのエ

リアの将来像とその実現に向けた基本方針、基本方針を具現化する施策の基本的方向をまとめるものです。 

なお、計画の実効性をより高めるため、本計画を基に次年度以降、中心市街地活性化法に基づく中心市街地活

性化基本計画の策定を目指します。 

 

 

［３］健康長寿を生かしたまちづくりのエリア 

本計画では、江戸期からの歴史を有し商業をけん引してきた岩村田地区及び岩村田地区に近接し本市の玄関口

である佐久平駅周辺を、健康長寿を生かしたまちづくりのエリア（以下「中心市街地」といいます。）として位置

付けます。 

佐久市が将来にわたり選ばれる「まち」として活力を維持していくためには、まずは、この区域のまちづくり

について考え、その効果を佐久市全体に広げていくことが重要になります。また、まちづくりには、佐久市の強

みである「健康長寿」の要素を取り入れ、ハード・ソフトの様々な施策を展開します。 

■健康長寿を生かしたまちづくりのエリア 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［４］佐久市の概況及び中心市街地の現状・課題等 

 

佐久市及び中心市街地の主要な課題 

（定住に資する就業環境整備） 

● 地元に就職を希望する学生や就職を機に地元へのＵターンを考えている学生等がいる一方で、市内企

業の中には人材の確保が課題と考えている企業があり、企業側が求める人材とのマッチングや人材の育

成が必要です。 

  本市には、地域医療の歴史や地域と一体となった保健予防活動などによる「健康長寿のまち」として

の強みがあります。この強みを生かした産業の集積や起業支援により、若い世代や都市部からの移住者

に選ばれる就業環境の整備が求められます。 

 

（子育て世代の移住促進） 

● 本市全体の人口は減尐傾向にありますが、中心市街地の人口は増加傾向にあります。しかしながら、

中心市街地の年齢構成を見ると 20歳代前半が尐なく、これらの年齢層の流出抑制策の検討や尐子高齢

社会の進行に対応するため、子育て世代の移住促進が求められます。 

 

（経済活力の向上） 

● 中心市街地は商店街や大型店といった小売店舗が市内他地域よりも集積している一方で、年間小売販

売額は減尐傾向にあり、中心市街地の経済活力の向上が必要です。 

  大型店と商店街ではこれまで電子マネーの共通利用を行うなど、販促活動の連携を行っているもの

の、中心市街地の年間販売額に占める大型店の割合は広がり、現在は約 9割となっています。地元の商

業・サービス店舗の魅力向上を望む声が多いことからも、さらなる連携策の検討・実施や、大型店と商

店街が行き来しやすい環境整備を進めることで、買い物客を回遊させる仕組みが求められます。 

 

（地域資源の活用） 

● 中心市街地や市内には旧中込学校や五稜郭、旧中山道をはじめとする歴史資源や自然環境、農産物な

どの地域資源があります。 

これらの資源の効果的な活用による交流人口の創出を図るため、情報発信力の強化や資源のネットワ

ーク化により、来訪者の増加に結びつけることが求められます。 

 

（地域公共交通の利便性向上） 

● 機能集約・ネットワーク型まちづくりを進める上で、拠点地区同士を結ぶ基幹交通網の整備を図ると

ともに、周辺地域から中心市街地へのアクセス交通の確保など、公共交通の利便性向上が求められてお

り、まちづくりと連携した公共交通ネットワークの再構築が必要です。 

佐久市及び中心市街地の基礎データ 

 
Ａ 上位計画 

①第二次佐久市総合計画（策定中） 

Ｃ 現況データ 

①人口・世帯に関する動向 

②土地利用・公共施設等に関する状況 

③商業・観光等に関する状況 

④公共交通に関する状況 

Ｂ 関連計画 

①佐久市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

②佐久市都市計画マスタープラン 

③佐久市立地適正化計画（策定中） 

④佐久市地域公共交通網形成計画（策定中） 

Ｄ 地域住民等ニーズ 

①佐久市健康長寿まちづくり計画策定に向けた住民

意識調査 

②佐久市健康長寿まちづくり協議会ワークショップ 

③既往アンケート調査 



［５］まちの将来像、まちづくりの基本戦略、基本方針、主要施策、管理指標 
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＜主要施策＞ 

1 商店街等における起業支援と地域産業との連携 

●健康長寿関連器具のアンテナショップ 

（空き店舗等を活用した、健康長寿関連の医療・福祉器具を販売するアン

テナショップの開設） 

●新規開業希望者の支援 

（新規開業希望者を支援する創業塾等の開催等） 

●商店街の空き店舗を活用した起業等への支援 

（空き店舗等を利用した開業への支援、事業承継への取組促進等） 

2 商店街における国際化対応 

●外国人移住者・来訪者へのサポート 

（外国人移住者の日常生活をサポートする場の整備等） 

3 大型店と商店街の連携及び商店街の環境整備による集客増 

●ＳＮＳ等の活用による商店街や佐久地域の情報発信 

（商店街や大型店、佐久地域の情報発信） 

●中心市街地におけるイベントをはじめとする販促活動による集客力の

強化 

（大型店と商店街が連携した販促活動、商店街に人を呼び込む新たな仕組

みの検討等） 

●商店街における老朽建築物の建て替え 

（老朽化が進む商店街の店舗等の建て替え促進等） 

4 地域公共交通の利便性向上 

●まちづくりと連携した地域公共交通体系の構築 

（周辺の居住地から中心市街地までのアクセス確保、交通手段を持たない

人の買い物や通院など日常における移動手段の確保等） 

＜主要施策＞ 

 

基本方針 2 

誰もが健康で生き生きと暮らせて、安心して子育てのしやすいまちづくりの推進 

《まちの将来像》 

 

 

《まちづくりのテーマ》 

安全・快適・健康で住む人も来る人も過ごしやすいまち 

医療・産業・地域の連携による未来につながるまちづくり 

《まちづくりの基本戦略》 

  佐久市の人口は今後も減尐傾向が予想され、若者層の流出という課題があります。一方、中心市街地においては現状、人口は

維持され尐子高齢化の傾向は緩やかです。そのため、尐子高齢化の問題が深刻化する前に対応策を実施し、佐久市の維持・発展

の原動力とします。 

  佐久市商圏の人口が減尐し、地元商店街、大型店とも売上が低迷する中、商圏の吸引率を上げるために、地元商店街と大型店

の連携による多様化するニーズへの対応、周辺地域からの公共交通の利便性向上により、商業集積地としての魅力向上を目指し

ます。 

  若者層の流出抑制、ＵＩＪターンを含めた定住促進を図るため、就業の場の確保や本市の特徴を生かした産業の育成による経

済の活性化を目指します。 

  「健康長寿のまち」という視点のもと、超高齢社会において、高齢者が安心して生活することができ、子育て世代も安心して

子育てできる取組を行い、高齢者から子どもまで健康で生活できる環境をつくります。 

  市の観光資源を充実させ、積極的なＰＲ活動を行うことで、観光産業を活性化させ、佐久市への長期滞在、リピート率を向上

させます。 

基本方針 1 

 

1 健康長寿を支える地域包括ケア体制の強化 

●地域包括支援センターの運営強化 

（地域包括支援センターの運営強化、在宅医療介護の連

携、生活支援サービスの体制整備等） 

●高齢者大学・大学院等による仲間づくりと地域活動リー

ダーの育成 

（高齢者大学・大学院の活用促進と地域活動のリーダー育

成、公民館活動の充実等） 

●高齢者の健康維持・増進 

（「栄養」「運動」をキーワードに高齢者が楽しみながら健

康維持に取り組める環境づくりの促進、空き店舗活用に

よる健康相談の実施等） 

2  

●子育て世帯への支援 

（保健師・助産師による訪問指導等） 

●多様なニーズに対応した保育サービスの提供 

（病児・病後児保育や第３子以降の保育料無料化等） 

●子育て世帯が交流できるサービス・相談体制の充実 

（各種子育て講座の開催や子育てサークルへの支援、子育

ての住民相互援助活動支援等） 

3 子育て世代の女性の働きやすい環境づくり 

●子育て世代の女性に対する就労環境の改善 

（子育て世代の女性に対する相談支援、市内企業へのワー

ク・ライフ・バランスの啓発等） 

●子育て世代の女性が起業できる環境づくり 

（子育て中の母親等の自宅等での起業に対する支援） 

4 若い世代や移住者の雇用の創出 

●ＵＩＪターン就職等の促進 

（インターンシップ支援、首都圏でのＰＲイベント実施

等） 

●雇用の場の確保と人材の育成 

（サテライトオフィス等誘致、大学等との連携による地域

の医療・福祉産業の人材育成等） 

●移住者の雇用促進 

（移住者雇用に対する支援、就職相談員の設置等） 
 

5 移住者の居住環境整備と移住情報の発信 

●移住者の居住環境の整備 

（空き家物件の紹介、移住体験住宅の提供等） 

●移住情報の発信 

（様々な媒体を活用した情報発信の強化等） 

●生涯活躍のまち（日本版ＣＣＲＣ）の構築 

6 医療施設・文化施設等の公共公益施設の充実 

●浅間総合病院の充実 

（計画的な施設・設備整備等） 

●高齢化に対応した病院施設整備の促進 

（医療療養病床等施設整備に対する支援） 

●子ども未来館の運営充実 

（設備等のリニューアルと運営の充実） 

●佐久平交流センターの利便性向上 

（施設と第二駐車場を結ぶ連絡歩道橋の整備） 

●岩村田小学校の改築 

 

7 新たな都市基盤整備 

●樋橋地区における新たな都市基盤整備 

（樋橋地区土地区画整理準備組合に対する支援、都市

施設の計画的な整備、良好な市街地環境の形成等） 

＜主要施策＞ 

1 健康長寿を生かした産業の活性化 

●保健医療分野における視察研修の受入拡大と国際展開 

（保健医療分野における海外からの視察研修の受入体

制の充実等） 

●ヘルスケア関連産業の強化 

（ヘルスケア関連産業の集積や新製品・新技術の開発等

の支援、大学等との連携による地域の医療・福祉産業

の活性化等） 

2 既存企業への支援 

●新製品・新技術の開発促進 

（産学官連携や企業間連携への支援等） 

●企業経営や技術面での支援 

（産業支援機関の設置、企業経営・品質管理など相談体

制の充実強化等） 

3 地元農産物等のブランディング 

●地産地消の推進 

（地元農産物を使った料理や佐久市産酒米を使った地

酒のＰＲ等） 

●地域資源を生かした特産品の販売 

（空き店舗等を活用した特産品販売の場の設置等） 

4 健康長寿を生かした観光・まちづくり 

●広域観光の推進 

（中心市街地と市内各地域との連携、健康長寿を生かし

た観光プログラムや観光ツールの構築、観光ガイドの

育成等） 

●観光情報等の発信 

（様々な媒体による佐久市の人・街・食・環境のＰＲ等） 

●健康長寿まちづくりを推進するための新法人の立上げ 

（まちづくりを推進する新法人の設立と自立した運営

等） 

基本方針 3 

地域コミュニティを支える魅力ある商業の振興と地域公共交通の充実 

＜本計画の進行管理における管理指標＞ 

＜基本方針１に関連する管理指標＞ 

中心市街地の事業所数増 

＜基本方針２に関連する管理指標＞ 

中心市街地の人口の社会増 

＜基本方針３に関連する管理指標＞ 

中心市街地の空き店舗を活用した創業件数 

基準値 目標値 基準値 目標値 基準値 目標値 
13 件増 

（H21～26累計） 

2.6件/年 

25 件増 
（H29～33累計） 

5 件/年 

184人 

（H23～27累計） 

36.8人/年 

270人 
（H29～33累計） 

54 人/年 

7 件 
（H26～28累計） 

2.3件/年 

20 件 
（H29～33累計） 

4 件/年 

 


